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めん羊による乾草の消化

率と乾草の組み合せ効果

(酪農大)穂茂・福本進・森田西埜

仁司緒

反すう家畜の消化率は、飼料自体の成分だけでなく、同時に摂取した共存飼料の組成にも影響され

る(飼料の組み合せ効果). 飼料の組み合せ効果(相絡効果)について、組飼料:濃厚飼料による消

化率の変動から、共存飼料(濃厚飼料)の給与割合と給与飼料の消化率の関係が報告されてい

しかし、基礎飼料の消化率に対する共存飼料の化学的組成、 あるいは共存飼料の消るし2，3，4)。

化率との関係は明らかになってない。

したがって、本試験では単一給与の可能な飼料による組み合せ効果を、基礎飼料に低品質乾草(イ

ネ科主体)、共存飼料に高品質乾草(アルフアルファ)を用いて、単用時および併用時の消化試験を

計5回行って検討した口

材料および方法

供試動物は去勢めん羊(サフォーク雑種3歳齢)3頭で、下記の飼料を合計延15頭lζ制限採食(自

由採食量の約80%)させた。

試験飼料は、低品質乾草がイネ科主体l番刈乾草(長さ約2cm)、高品質乾草はアルプアルファ乾

草(輸入品、長さ約20cm)であった。飼料給与は、飼料区lがイネ科主体乾草、飼料区5がアルフ

アルファ乾草の単一給与(単用時)で、併用時の飼料区2ではイネ科主体乾草とアルフアルファ乾草

飼料摂取日量表2.飼料給与日量表 1.
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の給与割合(原物)を60: 40、飼料区3では40: 60、飼料区4では20: 80の混合給与とした
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(表 1，2)。

消化試験は、去勢めん羊を代謝撞に入れて、飼料の飼い慣らし後に各飼料区の試験期聞を 10日間

(予備期7日間、本期3日間)として、連続5回行ったo 乙の場合、本期3日間の全糞を採取秤量し

た。消化率は、乾物、粗蛋白質、中性デタ一ジエント繊

一lにζついて測定した口

その他は大体常法とおり実施した。
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結果および考察

各飼料区における給与飼料の成分含量を表3に示した。併用時の乾物含量およびエネルギー含量は

飼料区聞に差がなく大体等しいが、組蛋白質含 表3. 給与飼料の成分含量a

量はアルフアルファ乾草の摂取割合に伴なって

増加し、中性デタージエント繊維含量および酸

性デタージエント繊維含量は逆に減少した。

各飼料区の実測消化率を表4に示した。単用

時の乾物、粗蛋白質、酸性デタージエント繊維

およびエネルギーの実測消化率は、飼料区5が

飼料区 lより高く、なかでも粗蛋白質の消化率

単用 併用

飼料区 1 5 23  4 

乾物.% 86.8 89.5 88.7 89.0 89.3 

組蛋白質.乾物中% 6.7 17.5 12.0 14.0 15.9 

中性デタージェント繊維 73.9 39.9 58.8 51. 9 45.4 

酸性 46.4 35.7 42.6 40. I 37.8 

エネルギー. kcal/乾物日 4.7 4.4 4.5 4.5 4.4 

a 摂取飼料の成分含量

が非常に高かった。乙れに対して、中性デタージエント繊維の実測消化率は、飼料区5の方が飼料区

表4. 実測消化率 1 f乙比べてわずかに低かった。した

単周 併 周
がって、併用時の乾物、粗蛋白質、

一
飼料区 1 5 2 3 4 平均値 酸性デタ-:;エント繊維およひ守エネ

乾物.% 49.5 64.5 56.2 58.0 64.0 59.4 

租蛋白質 42.1 76.9 66.7 71. 2 75.9 71. 2 
Jレギーの実測消化率が、飼料区2、

中性デタージェント繊維 51.3 49.4 52.0 50.0 52.2 51. 4 飼料区3および飼料区4と高くなっ
酸性 42.3 49.8 48.5 50.2 53.7 50.8 

エネルギー 48.5 63.0 54.0 54.3 62.3 57.5 
た。とくに酸性デタ-:;エント繊維

の実測消化率が、飼料区 1よりは飼

料区 2が約15必単位、飼料区3が約19労単位、飼料区4が27%単位高かった(乾草の組み合せ効

果)。 しかし、併用時の中性デタージエント繊維の実測消化率は、飼料区 1と差がなく、しかも

併用時の飼料区聞にも明らかな傾向がなかった。さらに、組蛋白質の実測消化率が積算消化率に

一致して相加性は成立したが、他成分の実測消化率は積算消化率とは一致しなかった(図 1)。
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図1. 実測消化率と積算消化率の比較

各飼料区の推定消化率を表5に示した。推定値Iは、併用時の実測可消化量と実測摂取成分量を用

いた回帰式で推定可消化量を求めて、各消化率を補正した(推定実測値)。推定値Eでは、単用時の

各消化率で求めた併用時の積算可消化量と実測摂取成分量による回帰式で推定可消化量を算出して、

各消化率の補正を行った(推定積算値)。
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表 5. 推定消化率a

飼料区2 飼料区3 飼料区4

推定値 1 1I差 1 1I差 平均値の差b1 1I差

乾物.% 57.4 57.8 -0.7 59.7 59.4 0.5 61. 4 60. 6 1. 3 0.4 

組蛋白質 66.3 65.6 1. 1 71. 9 70.8 1. 6 75.6 74.3 1. 7 1.5 

中性デ9ージェン卜鎗維 50.3 49.3 2.0 51. 2 50.0 2.4 52.5 51. 0 2.9 2.4 

酸性 " 49. 9 46.5 7.3 50.4 46. 6 8.2 51. 6 46.9 10. 0 8. 6 

エネルギー 56.1 56.9 -1.4 57.7 57.9 -0.3 58.8 58.5 0.5 -0.4 

a 推定値I ー併用時の実測可消化置と実測摂取成分最を用いた図録式で推定可消化量を求

めて.各消化l.f!を繍正した.

推定値E ー単用時の各滑化率で求めた併用時の可消化置と実測震取成分量を用いた図録

式で推定可消化置を求めて，各消化率を繍正した

b [-)l/lIxl00(%) 

目的変量 説明変量 決定係数偏回帰有窓水準標準偏回帰 以上の乙とは、低品質乾草におけ

乾物含量 ー72.5 5% ー5.3 る餅住成分の消化率が、高品質乾草

粗蛋白質含量 -16.8 NS 目8.2 の併用(給与割合約45-845ぢ)で約
酸性デタージェント

中性デタージェント繊維含量 0.93 26.9 5% 43.9 9%単位改善される可能性を示唆し
織維実測消化率

酸性 -98.8 5% -58.4 ている。しかし、中性デタージエン

エネルギー含量 22.0 NS 0.3 
ト繊維含量と他の飼料成分含量(表

7)、また各飼料成分含量聞に高い相関が認

められた。乙のことから、酸性デタ-~エン

ト繊維の消化率には、各説明変量の多量共線

性による関与があったものと思われる。

要約

去勢めん羊による消化試験を制限給飼で行い、

乾草(イネ科主体乾草、アルフアルファ乾草)

の組み合せ効果を検討した。乾草併用の相乗作

用が、後者の割合増加で酸性デタージエント繊維の消化率に約9%単位認められた。上記の消化率lζ

対する影響要因は、正の中性デタージエント繊維含量および負の酸性デタージエント蛾維含量であっ

たが、多重共線性が他の成分含量聞にみれらた。以上の乙とは、低品質乾草の繊維消化率が高品質乾

草併用で改善される可能性を示唆しているD

表7. 説明変量の単相関

成分含量 相関係数

中性デタージェント繊維含量x乾物含量 一0.99

×粗蛋白質含量 一1.00 

×酸性デタージェント織維含量 + 1. 00 

×エネルギー含量 +0.99 
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